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ご

あ

い
さ

つ

同
窓
▲一長
　
岡
　
　
祐

孝

親
愛
な
る
本
高
同
窓
会
の
管
犠

御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

伝
統
あ
る

母
校
に
お
き
ま
し
て
は
、

平
成
四

年
度
に
、

創
立
七
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。

こ
の
間
本
会
会
員
数
も
二

万
四
千
有
余
名
を
数
え
る
大
世
帯

と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
母
校
で

は
、

地
域
の
要
望
に
応
え
て
、

優

秀
な
人
材
を
養
成
す
る
た
め
Ｐ
Ｔ

Ａ
・後
援
△
育
同
窓
会

一
体
と
な

っ

て
学
習
環
境

・
整
備
充
実
の
た
め

鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ

こ
に
七
十
用
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
こ
の
機
会
に
、

新
し
い
時
代
に

対
応
す
る
教
育
を
目
指
し
、

豊
か

な
心
を
持

つ
生
徒
を
育
成
す
る
高

等
学
校
と
し
て
、

さ
ら
に
地
域
の

信
頼
に
こ
た
え
る
魅
力
あ
る
学
校

と
す
る
た
め
、

同
窓
会
で
は
県
教

育
委
員
会
の
ご
要
請
も
勘
案
し
く

左
記
要
項
に
よ
る
記
念
事
業
を
計

画
し
ま
し
た
。

本
年
六
月
三
十
九

日
岡
窓
会
総
会
に
本
案
″
工
程
し
、

出
席
会
員
替
様
の
ご
賛
同
を
え
て

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

時
節
柄

出
費
の
多

い
時
、

誠
に
恐
縮
で
ご

ざ

い
ま
す
が
、

会
員
皆
様
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

母
綾
発
展
の
た
め
に
、

こ
の
事
業

を
達
成
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
土
げ

ま
す
。

記
　
七
十
周
年
記
念
事
業

一
、

事
業
内
容
　
①
合
宿
棟
の
整

備
拡
充
　
②
七
十
周
年
記
念
誌

発
行
　
③
七
十
周
年
記
念
式
典

二
、

募
金
目
標
額
　
八
千
万
円

一
日
　

一
方
円

工
、

募
金
期
間
　
平
成
三
年
十
月

一
日
よ
り
平
成
四
年
五
月
二
十

一
日
ま
で

1夢寵ヽ
平
成
二
年
度

総
会
開
か
る

平
成
三
年
度
通
常
総
会
が
六
月

二
十
九
自
働
午
後
二
時
よ
り
埼
玉

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本
産
に
於
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
は
母
校

創
立
七
十
周
年
を
明
年
に
控
え
、

そ
の
記
念
事
業
を
如
何
に
す
べ
き

か
と
い
う
こ
と
が
、

緊
急
且

つ
最

も
重
大
な
議
題
で
あ
り
ま
し
た
。

母
校
よ
り
学
校
長
並
び
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

後
援
会
の
役
員
の
方
々
も
ご
列
席

下
さ
れ
、

長
年
二
重
る
強

い
要
望

事
項
で
あ
り
ま
し
た
食
堂
関
連
施

設
の
整
備
拡
充
事
業
に
つ
い
て
緩

綾
ご
説
明
を
環

い
た
結
果
、

満
場

＞
平
成
三
年
十
月
二
千
五
日

食
堂
設
備
増
設
起
王
式

既
に
、

十
月

一
日
よ
り
早
々
と

寄
付
金
を
納
入
下
さ
っ
た
会
員
の

皆
様
に
は
会
報
を
通
じ
衷
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
■
げ
ま
す
。

結
び

に
、

母
校
に
貢
献
す
る
皆
様
の
ご

芳
志
を
感
謝
し
、

併
せ
て
、

ご
多

幸
を
祈
念
致
し
ま
す
。

☆
　
　
☆
　
　
　
☆

一
致

に
て
同
窓
会

に
お
き
ま
し
て

も
こ
の
事
業
の
完
遂
に
向
け
て
、

金
面
的
に
ご
協
力
申
し
上
げ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴

い
ま
し
て
、

会
員
の

管
様

に
は
時
節
柄
何
か
と
ご
出
安

の
多

い
い
こ
と
と
は
思

い
善
す
が
、

後
輩
の
た
め
、

又
母
校
施
設
の

一

段

の
充
実
の
た
め
に
暖
か

い
ご
協

力
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
切

に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

す
で
に
趣
意
書
並
び
に
振
込
用

紙
も
お
手
元
に
お
届
き
の
こ
と
と

思

い
ま
す
。

毎

日
沢
出
の
お
振
込

を
頂
き
大
変
感
激
致
し
て
お
り
ま

す
が
、

ま
だ
緒

に
つ
い
た
ば
か
ヶ

で
目
標
額
達
成
の
た
め
に
は
こ
の

会
報
を
お
読
み
項

い
た
会
員
金
員

の
ご
支
援
が
な
け
れ
ば
と
て
も
達

成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
こ
の
苦
豪
を
お
汲
み
取

り
下
さ
い
ま
し
て
、

ま
だ
の
お
方
は

早
速
お
振
込
下
さ

い
ま
す
よ
う
重

ね
て
お
願

い
中
し
上
げ
る
し
だ

い

で
あ
り
ま
す
。

■
事

業
計

画

■

３
年
５
月
　
平
成
３
年
度
版
会
輿

名
簿
発
刊

６
月
に
会
報

１４
号
発
行

像
通
常
総
会
開
催

９
月
　
中
高
連
絡
会
の
開
催

・２
月
　
会
報

１５
考
発
行

４
年
２
月
　
支
部
長
会
議
及
び
新

年
会

の
開
催

３
月
　
新
大
会
式

の
開
催

本
部
役
員
会
及
び
事
務
局
会
を

毎
月
開
催
。
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創
立

７０
周
年
記
念
事
業

に
伴

う

合
宿
棟
施
設
設
備

の
拡
充
改
善

に
つ
い
て

校

長

中
　
里

邦

夫

本
高
は
大
正
１１
年
４
月
に
生
徒

定
員
鯛
名
に
で
開
校
し
ま
し
た
。

平
成
４
年
度
に
は
創
立
７。
周
年

を
む
か
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

同
窓
会
を
中
心
に
し
て
、

準
備
に

と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は

式
典
、

記
念
誌
発
行
、

合
宿
棟
の

施
設

・
設
備
の
墾

守

改
善
で
え

食
堂
、

シ
ャ
ワ
ー

室
、

風
呂
等
を

増
改
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
れ
）

現
在
、

生
徒
は
部
活
動
等
の
技

内
合
宿
の
際
、

外
食
を
す
る
か
、

業
者
が
配
膳
し
て
く
れ
ま
す
。

シ
ャ
ワ
ー
は
殆
ん
ど
使
え
ず
、

風
呂
は
校
外
に
行
き
ま
す
。

平
成
３
年
度
の
生
徒
数
は
全
国

制
鮒
名
、

う
ち
男
子
鱗
名
、

女
子

抑
名
で
、

定
時
制
は
跡
名
、

男
子

抑
名
、

女
子
２６
名
で
す
。

全
国
制

の
生
徒
は
９８
％
が
進
学
で
す
。

四
大
、

短
大
、

暮
門
学
校
に
希
望

し
ま
す
が
、

初
志
を
貫
徹
す
る
者

は
少
な
い
よ
う
で
す
。

よ
い
生
徒

で
す
の
で
努
力
す
れ
ば
目
的
実
現

が
可
能
な
の
で
す
。

定
時
制
の
生

徒
は
高
学
年
に
な
る
と
よ
い
生
徒

に
な
り
ま
す
。
４
年
生
は
立
派
な

も
の
で
す
。

金
田
制

。
定
時
制
と

も
に
、

本
人
の
希
望
の
と
こ
ろ
に

進
学

・
就
職
す
る
こ
と
が

一
番
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
、

教
職
員

一

岡
常
日
頃
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

心
豊
か
な
高
機
生
を
育
成
す
る

こ
と
は
黒
の
教
育
重
点
施
策
の

一

つ
で
あ
り
ま
す
。

部
活
動
等
で
の
汗
を
流
し
て
の

真
の
心
身
の
交
流
は
授
業
と
共
に

大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
稀
薄
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

先
生
と
友
人
と
か
ら
学
ぴ
取
る
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

援
業
は
受
け
る
だ
け
で
、

先

生
と
の
対
話
を
忘
れ
て
い
る
生
徒

も
い
ま
す
。

先
輩

ぃ
同
僚

・
後
輩

に
そ
れ
ぞ
れ
友
達
を
も
つ
こ
と
は

心
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
大
切
で

あ
り
ま
す
。

人
間
関
係
を
譲
成
す

る
た
め
に
は
、

ま
ず
友
達
を
多
く

つ
く
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
学
校
と
い
う
場
が
最
も

適
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ

う
か
。

共

に
学
び
、

共
に
遊
ぶ
、

薄

奉
時
代
を
有
意
義
に
過
ど
す
こ
と

が
好
青
年
を
生
み
だ
す

こ
と
に
な

り
ま
す
。

大
人
の
ち
ょ

っ
と
し
た

心
遣
い
が
、

青
年
の
心
を
大
き
く

す
る
も
の
な
の
で
す
。

特
に
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
は
家
庭
で
生

学
校
で
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。

心
か
ら
先
生
や
友

・
親
と
話
し
合

え
る
青
年
を
育
て
る
た
め
に
、

同

窓
会
が
キ
心
と
な

っ
て
、

合
宿
棟

の
整
備
、

改
善
の
た
め
に
立
ち
あ

が

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
高

の
た
め
に
募
金
を
。し

て
く
だ
さ

っ

て
い
ま
す
。

勿
論
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

後
援

会
、

教
職
員

一
同
感
謝
の
念
で

一

杯
で
あ
り
ま
す
。

募
金
目
標
額
に

達
す
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

部
活
動
の
現
況

同
窓
会
員
に
と
っ
て
は
、

母
綾

の
進
学
状
況
や
部
活
動
の
活
躍
に

大
き
な
関
心
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
本
校
の
部
活
動
に
つ
い

て
の
最
近
の
現
況
を
報
告
し
ま
す
。

運
動
部
は
、

弓
遭
、

剣
道
、

柔

道
、

サ
ッ
カ
ー
、

硬
式
テ
エ
ス
、

軟
式
テ
ニ
ス
、

水
泳
、

野
球
、

体

操
、

ソ
フ
ト
、

卓
球
、

陸
上
競
技
、

バ
レ
ー
男
子
、

パ
レ
ー
女
子
、

バ

ス
ケ
ッ
ト
男
子
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
女

手
、

登
山
の
距
部

文
化
部
は
、

写
真
、

新
聞
、

図

書
、

放
送
源
郷
、

業
術
、

書
道
、

吹
秦
楽
、

英
語
、

社
研
、

考
古
学
、

化
学
、

生
物
、

地
学
、

電
気
、

茶

道
の
１６
部
で
す
。

生
徒
は
金
員
ど

こ
か
の
部
活
動
に
所
属
す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
や
成
績
に
つ
い

て
は
残
念
な
が
ら
、

今
年
度
は
関

東
大
会
と
か
全
国
大
会
等
に
出
場

し
た
部
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

本
校
に
は
専
門
的
な
技

術
指
導
の
で
き
る
先
生
が
沢
出
い

て
、

熱
心
に
指
導
に
当
た

っ
て
お

り
ま
す
の
で
必
ず
同
窓
会
員
の
期

待
に
応
え
る
日
が
く
る
と
思
い
ま

す
。夏

休
み
以
後
で
笑
絞
の
あ

っ
た

部
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

選
手
全
員
が

一
丸
と
な

っ
て
臨

ん
だ
７
月
の
地
区
予
選
で
は
、

四

連
戦
を
合
勝
で
終
了
し
ベ
ス
ト
ー６

に
入
り
、

代
表
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。
し
か
も
、

県
の
第
４
シ
ー
ド

に
な
り
ま
し
た
。

選
手

・
生
徒
は

勿
論
多
く
の
保
護
者
の
方
々
、

ま

た
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｃ
の
方
々
の
熱
心
な

ご
協
力
の
賜
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

二
次
予
選
進

出
に
向
け
て
出
梨
、

千
葉
に
遠
征

し
全
国
レ
ベ
ル
の
高
校
と
試
合
を

し
チ
ー
ム
の
強
化
を
は
か
り
ま
し

た
。

残
念
な
が
ら
二
次
予
選
で
は

敗
遇
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か

し
、

サ
ッ
カ
ー

王
国
埼
玉
と
い
わ

れ
る
中
に
生
ま
れ
育

っ
た
生
徒
に

と
っ
て
、

ま
た
自
分
自
身
に
と

っ

て
も
良

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
々

部
員

一
人
ひ
と
り
に
感
議
す
る

と
同
時
に
、

来
年
度
は
今
年
以
上

の
成
績
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
練

習
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（顧
聞
　
小
林
敏
意
）

吹
奏
楽
部

平
成
３
年
８
月
３
日
働

（上
尾
福
社
会
館
）

第
４２
回
埼
玉
県
吹
秦
楽

コ
ン
ク
ー

ル
止
尾
大
会
、

高
校
２
部

（中
編

成
）
第
１
日
目
に
出
場
。

ンヽ
ェ
ル
ド
ン
作
曲
の

「ダ
ン
ス

・
七
レ
ス
テ
ィ
ア
ー
ル
」
を
リ
ズ
ヤ

ミ
カ
ル
に
演
養
し
、

見
事
銀
賞
を

獲
得
し
た
。

一
学
期
か
ら
放
課
後
の
練
習
は

勿
論
、

早
朝
練
習
も
欠
か
さ
ず
や

っ
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

（願
間
　
中
原
、根

岸

出
、中

島
登
）

今
回
紹
介
出
来
な
か

っ
た
部
活

動
で
、

春
の
大
会
で
活
躍
し
た
部

や
こ
れ
か
ら
の
大
会
で
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
部
も
あ
り
ま
す
。

（文
責
　
飯
島
輝
雅
）

七
千
周
年
記
念
誌

編
集
状
況
に
つ
い
て

今
日
ま
で
す
で
に
十
三
倒
委
員

会
を
開
催
し
、

主
題
を

「
二
十

一

世
紀
へ
の
飛
劾
」
と
し
、

原
稿
依

頼
者
の
人
選
と
第

一
回
委
頼
状
の

発
送
作
業
を
完
了
致
し
ま
し
た
。

又
、

五
つ
の
座
談
会
の
テ
ー
マ
及

び
人
選
も
ほ
ぼ
決
ま
り
、

十
二
丹

一
日
働
に
は
そ
の
第

一
回
酵
と
し

て
諸
設
備
が

一
応
整

っ
た
時
期
に

在
学
し
た
高
校
十
二
回
よ
り
二
十

二
固
卒
の
会
員
十
名
が
会
議
室
に

集
ま
り
、

①
学
ん
だ
頃
の
母
校
の

状
況
、

②
母
液
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
社
会
で
ど
う
生
か
し
て
き
た
か
、

③
母
液
へ
の
提
書
な
ど
に
つ
い
て

和
や
か
の
中
に
も
活
発
な
意
見
発

表
が
行
な
わ
れ
、

時
の
経
つ
の
も

忘
れ
さ
せ
る
よ
う
な
二
時
間
を
持

つ
こ
と
が
出
来
た
。
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1.母 機 関係

①溶革

(1》終戦直後の職員住宅の建設

(2海己念事業への協力
1.30周 年…図書館、プニル、体育館

(現在の構技室)
2.40周 年…理科棟
3.50周 年…合宿所
4.60周 年…クラブ糠

②年間の通常事業
、1.入 学式 ・事業式への出席
2,野 球等 クラブ活動への応援

3,柏 樹察への出席
4。 中高達絡会の開催

o.会 報の配布
6.育 英資金の給付
7.図 書・新聞。進路指導への助成金の支総

2.会 員関係

①会員名簿の発刊 (約10年毎)

②会報の発刊 (年2回 )

③定期総会の開催

④年賀状発行

⑥支部長会議の開催

⑥新年会の開催

3.新 入会員閣係

①新入会式の開催
②卒業記念品の贈塁
③幹事の委嘱と幹事との懇談会の開催
④会報の購塁
⑤総会案内の発送

ス 田一 ガ ン

1.名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛じ

母校の発展に寄与しよう。

1。 本高同窓会の旗の下に結集し、地域に

番り高い文化の花を咲かせよう。

1.人 間関係を大切にし、会員相互間に親

陸の輸を拡↓ザよう。

1.組 織を整備強化 し、機能的な連絡網を

拡充して、同窓会の活性化を図ろう。

1.進 学の精神を尊重し、後輩の指導育成

に努めよう。

新
年
懇
親
会

と
　
き

と

こ
ろ

会

　

長

副

会

長

同同同同同同同
（教
頭
）

同
（教
顕
）

△玄　　　　説門

同監

　

事

同顧

　

闘

同同
（綾
長
）

申 会

込 費
平
成
四
年
度

△
召

と
　
き
　
一ハ
月
二
十
日
働

午
後
二
時

と
こ
ろ
　
本
産
市
埼
玉
グ
ラ
ン
ド

ホ

テ

ル

総
会
、

記
念
音
楽
会
、

懇
親
会

総 二
月
十
五
日
０
　
年
後

本
庄
市
　
五
州
園

支
部
長
会
議
午
後
二
時

懇
親
会
　
　
年
後
四
時

一二
、Ｏ

Ｏ
Ｏ
円

一
月
二
十
五
題
迄
、

同

窓
会
事
務
所
に
申
込
ん

で
下
さ
い
。

本

部

役

員

中 持 塩 内 斉 江 戸 新 飯 小 溝 高 苦 橋 竹 立 岡

塁 田 原 野 藤 原 谷 井 島 林 水 本 田 爪 並 川

邦 直 英 ョ 激 清 全 行 輝   数 建 茂 栄 夫 緒
ン                    ー

夫 次 雄 二 人 吉 克 雄 雄 晶 賛 子 治 夫 郎 作 孝

支

部

役

員

（支
部
長
）

本
庄
連
合
　
立
川
　
大
作
　
中
９

宮
　
　
本
　
栗
村
　
龍
男
　
中
１６

泉
　
　
町
　
竹
並
栄
一
郎
併
中
２

仲

　

町
　
中
田
　
脩
一　
中
１９

上
　
　
町
　
境
野
　
　
登
　
高
２

七

軒

町
　
町
田
　
中
徳
　
一品
５

本
　
　
町
　
鈴
本
　
精
司
　
中
２‐

台

　

町
　
松
本
　
敬
一　
定
１

頼
　
　
若
　
飯
野
　
利
衛
　
中
１９

南

本

町
　
村
田
敬
次
郎
　
中
２２

未
　
　
広
　
坂
本
　
敬
信
　
中
塑

諏
　
　
訪
　
井
上
　
畠
幸
　
中
２２

報

問日
町
　
内
藤
　
　
明
　
一島
３

藤
　
　
田
　
荻
野
　
　
積
　
中
８

仁
　
　
手
　
橋
本
　
　
顕
　
中
２。

旭
　
　
一戸
塚
　
泰
和
　
中
３

北
　
　
泉
　
門
倉
　
義
久
　
中
１１

今
　
　
井
　
岡
芹
鶴
五
郎
　
中
１０

児
　
　
玉
　
士日
田
　
建
治
　
南
２

業
　
　
呈
　
春
山
　
一
ど
一　
高
３

神
　
　
川
　
坂
本
多
喜
夫
　
中
１９

神
　
　
泉
　
新
井
　
従
信
　
中
１５

上
　
　
豊
　
荒
井
目
次
雄
　
中
１１

寄
　
　
居
　
朝
比
奈
利
雄
　
中
９

岡
　
　
部
　
茂
本

　

難
　
中
１４

深
　
　
谷
　
溝
水
　
　
賛
　
中
１９

熊
　
　
谷
　
西
村
　
茂
雄
　
中
▼

県
庁
県
南
　
中
層
　
武
夫
　
高
５

伊

勢

崎
　
吉
沢
　
唯
志
　
高
１１

新

　

町

出
日
　
仁
一　
中
１４

東
　
　
京
　
冨
田
　
一二
郎
　
中
４

本
座
市
役
所

小
林
　
　
自翻
　
高
１２

ユ
ー
ザ
イ
　
常
本
　
茂
司
　
高
５

沖

電

気
　
村
岡
　
徳
英
　
高
１５

都
市
教
職
　
萩
原
　
吾
郎
　
高
３
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親
愛
な
る
同
窓
生
の
皆
様
、

私
達
は
母
校
へ
の
寄
与
貢
献

と
会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
念
願
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が

主
た
る
基
礎
財
源
は
終
身
会
費

（壱
万
円
）
を
主
と
し
て
い

ま
す
。

未
納
の
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
費
ご
納
入
の
際
に
は
左
記
日
座
に
ご
入
金
下
さ
い
。

郵
便
局
振
込
田
座
番
号
　
・東

寮
ニ
ー

一
八
七
〇
二
〇

本
語
開
憲
会
役
員

一
開

難

納
入
者
芳
名

観
機
）

平
成
３
・４
・１
～
３
・＝
・３０

河
野
英
夫
　
中
村
雅
子
　
中
村
　
教

縮
井
寿
行
　
広
沢
栄
治
　
久
保
田
尚
美

分
須
　
商
　
相
島
史
崇
　
蓬
舎
経
史

八
本
良
世
　
細
野
　
勉
　
小
林
康
由

福
地
　
匡
　
塩
原
　
禁
　
島
村
栄

一

武
井
泰
明
　
福
島
畠
彦
　
田
村
由
美
子

深
田
康
雄
　
大
塚
隆
子
　
根
岸
光
明

松
本
幸
子
　
本
田
正
吏
　
加
藤
明
彦

中
林
美
懸
子

細
村
夏
美
　
俵
本
徳
子

替
村
　
健
　
根
岸
知
械
　
鶴
日
暗
美

真
下
文
康
　
笠
原
哲
郎
　
吉
沢
博
光

渋
沢
貴
彦
　
中
島
泰
之
　
加
藤
幸
夫

小
林
黄
志
　
伸
沢
影
手
　
秋
山
悪
業
子

笹
原

一
畠
　
福
島
　
潤
　
高
橋
　
恵

新
井
淳
子
　
越
智
直
哉
　
新
井
清
配

滝
沢
博
士
　
渋
谷
　
晃
　
斎
藤
大
天

躍
島
和
夫
　
中
川
早
苗
　
塩
田
正
之

篤
杯
津
良
　
麓
閣
　
衛
　
織
茂
孝
典

小
林
正
洋
　
木
声
裕
盛
　
横
村
隆
史

高
橋
都
子
　
一局
根
知
子
　
岡
村
　
豊

石
川
智
美
　
岡
村
知
皆
子

中
沢
き
え
手

長
鳴
　
数

阿
佐
業
浩

一　
掛
川
雅
代

高
野
和
好
　
塚
越
雄
一
郎

柳
沢
宏
美

関
根
懸
三
　
高
精
優
子
　
新
井
智
恵

坂
入
匡
昭
　
玉
虫
　
勉
　
藤
田
順
子

矢
田
光
浩
　
田
島
久
子
　
鈴
木
正
俊

尉
田
幸
夫
　
根
岸
和
則
　
小
林
伊
業
子

今
泉
淳
子
　
内
田
真
次
　
夫
久
保
健
治

井
上
弘
子
　
大
容
早
畜
　
福
地
邦
雄

斎
藤
　
宏
　
米
持
美
子
　
飯
塚
雅
子

吉
田
英

一
　

吉
田
美
子
　
丼
田
美
奈
子

清
水
英
恵
　
常
本
茂
成
　
川
松
美
奈
手

佐
藤
正
祐
　
森
田
畠
稔
　
極
目
弘
子

新
井
琴
枝
　
平
賀
純
世
　
川
田
　
猛

西
村
和
夫
　
斎
藤
　
昇
　
中
井
正
樹

浜
野
良

一　

松
本
黄
夫
　
陶
倉
征
治

早
本
幸
江
　
杉
本
富
子

創
立
７０
周
年
記
念
事
業

寄

付

者

芳

名

平
成
３
・Ｈ
・郷
現
在

（敬
称
臨
）

〔
一
冴
円
〕

颯
川
　
明
　
久
問
本
聡
子

富
沢
峰
雄

栗
原
龍
男
　
小
日
向
激
手

秋
山
洋
二

塩
原
礼
次
郎

小
林
優
子
　
早
野
敏
子

傘

憲

想

永

満

察

美
寧

本
拾
釜
森
横

斎
藤
義
郎
　
高
柳
伸
男

宮
関
花
子
　
関
廷
昌
夫

小
堆
査
蔦
字

吉
田
　
久
　
竹
本
　
宏
　
日
和
国
蔵
志

西
村
和
夫
　
中
沢
智
行
　
岡
崎
　
蚕

斉
藤
房
治
　
田
中
喜

一
朗

大
墳
武
平

須
賀
通
夫
　
塚
本
た
き
子

吉
野
博
子

福
島
畠
彦
　
水
野
幸

一　

瀬
間
義
信

音
輝
子
代
子

常
本
正
明
　
渋
谷
正
芳

寺
島
　
溶
　
結
城
和
雄
　
佐
藤
登
装
江

塩
原
修
平
　
金
子
　
錬
　
萩
原
軍
平

富
田
英
夫
　
内
田
哲
雄
　
石
川
春
子

金
井
英
雄
　
五
十
嵐
新
三

村
木
マ
ツ
子

増
題
順
行
　
島
野
香
代
子

塩
原
英
雄

荻
野
良
三
　
横
尾
デ
ン
　
横
尾
直
英

小
林
政
子
　
坂
本
正
彰
　
石
川
恭
之

石
川
晴
美
　
岡
村
和
幸
　
山
田
和
加
子

笠
原
利
江
　
本
村
博
子
　
岡
部
栄
子

百
田
部
恵
　
谷
失
敏
夫
　
須
永
キ
ヨ
子

冨
沢
寿
夫
　
市
川
和
夫
　
中
島
ト
ウ

古
川
　
愛
　
信
澤
博
至
　
小
林
伸
青

中
井
広
道

本
募
那
美
子

江
田
残
典

立
石
　
都

篠
田
み
ち
江

久
保
教
義

斎
藤
優
夫
　
奉
山
麗

二
　
伊
吉
田
幸
次

山
田
利
通
　
中
島
十

一　

小
野
塁
信
宰

松
本
黄
夫
　
島
村
　
弘
　
鈴
木
光
雄

渋
谷
盛
司

久
保
田
文
雄

春
目
周
次

伊
藤
好

一　

小
池
保
次
　
埴
岡
由
紀
子

加
藤
鼻
由
業

肥
沼
龍
之
介
一
菊
池

一
幸

持
田
産
太
郎

斎
藤
　
昇
　
斎
藤
　
寛

早
野
業
知
男

関
根
義
夫
　
町
田
　
顕

田
端
義
雄
　
江
尻
シ
ナ
　
高
本
芳
郎

見
目
晴
載
　
種
村
達
哉
　
一戸
塚
孝
英

松
本
た
ま
き

内
田
ハ
ヤ
子

大
屋
　
祭

森
題
　
勉
　
高
田
　
良
　
村
川
泰
之

春
山
賢
介
　
外
ノ
池
韓
一　
闘
村
喜
与
子

及
川
勝
義
　
高
橋
　
祐
　
柴
崎
　
信

柴
崎
国
威
　
平
岡
隠
平
　
井
上
啓

一
部

新
井
候

一　

坂
本
　
博
　
為
貝
秀
彦

丸
山
伊
明
　

水ヽ
尾
光

一
　

石
松
康
幸

饉
田
韓
子
　
大
滝
将
史
　
囲
島
達
也

産
野
嘉
子
　
沼
上
文
明
　
深
町
和
男

坂
本
修

一　

小
島
幣
子
　
秋
容
美
懸
子

福
島
　
卓
　
喜
多
村
勉
　
荒
本
慧
佐
子

門
倉
澄
子
　
松
原
和
三
　
富
田
妙
孝

志
塚
武
二
　
金
井
喜
輩
　
宮
本
和
彦

田
鴫

一
雄

伊
久
開
邦
夫

白
鳥
陽
子

二
村
　
隆
　
増
聞
勇
司
　
大
沢
幸
雄

金
井
克
視
　
松
原
　
俊
　
一戸
塚
ま
き

天
田
久
子
　
染
野
孝
昔
　
一虫
澤
　
浩

三
沢
い
く
代

千
村
惑
糞
　
飯
塚
直
子

橋
本
　
顕
　
柴
題
ト
ミ
　
大
谷
幸
雄

曲
圏
哲
也
　
武
政
　
策
　
奈
良
和
則

飯
野
由
佳
子

飯
野
利
衛
　
一二
好
恭
子

田
端
弥
太
郎

斎
藤
俊
夫
　
黒
沢
公
共

上
山
　
茂

小
募
曇
一一江

鈴
木
幹
安

井
上
　

一　

回
中
茂
夫
　
中
村
　
茂

箕
輪
約
子
　
大
野
　
弘
　
小
林
喜

一
郎

五
十
嵐
英
治

武
正
義
雄
　
星
野
陽
子

星
野
正
幸
　
岩
片
和
手
　
掛
川
雅
代

小
島
和
枝
　
高
柳
康
治
　
小
久
保
光
子

小
久
保
真
　
茂
本
靖
子
　
杉
原
シ
マ

黒
沢
信
男
　
柴
崎
　
亮
　
鳥
羽
昭
二

荻
野
弘
手
　
堀
内
卵

一　

福
島
導
久
司

芝
崎
和
子
　
高
橋
英
雄
　
塩
原
喜
代
子

小
株
由
美
子

根
岸
相

一　

引
間
和
子

畝
　
徳
治
　
蜂
須
和
校
　
福
島
史
崇

堤
　
栄
手
　
阪
本
宜
廃
　
村
田
敬
次
郎

石
井
俊
彦

松
崎
健
二
郎

山
田
惑
子

大
畠
政
彦
　
小
林

マ
サ
　
亀
田
畠
子

渋
沢
俊
彦
　
茂
木
　
禁
　
鈴
本
五
人

徳
山
成
規
　
福
島
　
広
　
高
構
用
兵
衛

清
水
オ
キ
　
井
上
　
武
　
粂
原
信

一

島
野
晃
雄
　
吉
武
英
夫
　
飯
塚
奉
江

望
月
正
昭
　
一戸
谷
純
之
助

裏
島
千
寿
手

小
熊
信
子
　
根
岸
武

一　

本
村
度
子

岩
瀬
正
治

豊
田
輩
業
手

本
潤
導
由
子

飯
島
真
司
　
内
田
と
み
　
野
田
悪
蔵

武
藤
瑠
聴
手

持
圏
功
子
　
牛
久
保
孝

一

小
野
俊
治

糠
颯
替
代
子

笹
井
　
均

飯
島
岩
雄
　
毛
　
文
義
　
金
醐
正
夫

鈴
木
健
三
　
高
野
保
夫
　
坂
本
正
義

峯
村
辰
雄
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